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係
学
会
等
か
ら
評
価
、
再
評

価
の
希
望
が
出
て
い
た
項
目

か
ら
、
４
月
改
定
で
対
応
す

べ
き
優
先
度
が
高
い
も
の
と

し
て
、
①
保
険
未
収
載
技
術

72
件
②
適
用
拡
大
等
の
技
術

11
件
③
再
評
価
す
る
既
存
技

術
１
１
６
件
が
、
二
次
評
価

の
結
果
選
ば
れ
た
。
中
医
協

　

１
月
19
日
の
中
医
協
の
診

療
報
酬
調
査
専
門
組
織
・
医

療
技
術
評
価
分
科
会
で
、
関

　

若
さ
と
健
康

に
恵
ま
れ
、
英

語
を
勉
強
し
た

い
と
思
え
ば
図

書
館
で
本
を
借
り
る
よ
り
も

外
国
人
教
師
を
雇
う
こ
と
を

選
ぶ
経
済
的
余
裕
も
あ
る
現

代
の
若
者
が
、
若
い
頃
は
本

も
買
え
ぬ
貧
し
さ
で
、
今
は

老
い
ぼ
れ
た
老
人
の
想
像
を

超
え
た
閉
息
感
の
中
で
絶
望

に
あ
え
い
で
い
る
。

　

こ
の
若
者
の
本
能
の
痛
み

は
誰
か
ら
も
理
解
さ
れ
ず
美

衣
美
食
で
も
癒
さ
れ
ず
自
暴

自
棄
に
落
ち
入
っ
て
し
ま

う
。
挙
げ
句
の
果
て
は
号
外

に
出
る
よ
う
な
犯
罪
者
に
成

り
下
が
る
者
ま
で
現
れ
る
。

　

他
方
、
た
だ
の
遊
び
人
が

希
代
の
名
優
と
賞
賛
さ
れ
本

人
も
何
故
か
と
首
を
傾
げ
る

栄
達
で
文
化
勲
章
ま
で
受

け
、
日
本
中
（
と
言
っ
て
も

マ
ス
コ
ミ
社
会
の
こ
と
だ

が
）
か
ら
敬
愛
さ
れ
、
同
時

期
の
葬
式
で
生
前
の
功
績
を

称
え
ら
れ
惜
し
ま
れ
る
の
は

当
の
故
人
よ
り
も
テ
レ
ビ
の

虚
像
の
方
だ
っ
た
り
す
る
。

　

人
間
の
社
会
は
昔
か
ら
コ

ピ
ー
や
虚
像
だ
ら
け
だ
が
、

そ
の
影
響
の
及
ぼ
す
規
模
が

巨
大
化
し
た
。
個
人
の
主
観

や
感
性
が
よ
り
貴
重
な
時
代

と
も
言
え
る
が
、
そ
れ
さ
え

巨
大
メ
デ
ィ
ア
支
配
下
で
商

品
化
さ
れ
る
。

で
最
新
情
報
を
発
信
し
、

『
改
定
の
要
点
と
解
説
』
を

テ
キ
ス
ト
に
新
点
数
説
明
会

を
府
下
各
地
で
開
催
し
て
い

き
ま
す
。
会
員
か
ら
は
「
分

か
り
や
す
い
」
と
評
価
を
得

て
い
ま
す
。
同
時
に
『
歯
科

保
険
診
療
の
研
究
』
な
ど
の

書
籍
も
発
行
し
て
い
き
ま

す
。患

者
が
安
心
し
て
受
診
で

き
る
医
療
制
度
を
守
る

　

３
割
と
い
う
高
い
窓
口
負

担
と
不
景
気
が
患
者
の
受
診

抑
制
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま

す
。
協
会
は
窓
口
負
担
の
軽

減
と
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

厚
生
局
へ
移
管
以
降
、
新
規

個
別
指
導
で
は
対
象
患
者
名

簿
が
前
日
に
届
け
ら
れ
た

り
、
指
導
時
間
や
持
参
物
が

大
幅
に
増
え
る
な
ど
、
厳
し

さ
と
煩
わ
し
さ
が
増
し
て
い

ま
す
。
協
会
は
厚
生
局
・
府

に
対
し
て
改
善
を
求
め
る
と

と
も
に
、
対
策
講
習
会
や
社

保
講
習
会
を
開
い
て
い
ま

す
。「
指
導
対
策
で
は
協
会

が
頼
り
に
な
る
」
と
の
声
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

分
か
り
や
す
い
新
点
数

説
明
会

　

診
療
報
酬
改
定
で
は
、
本

紙
や
『
全
国
保
険
医
新
聞
』

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
間
の
私
た
ち
の
粘
り
強
い

運
動
、
オ
ン
ラ
イ
ン
義
務
化

撤
回
訴
訟
が
実
を
結
び
ま
し

た
。指

導
対
策
で
は
協
会
が

頼
り
に
な
る

　

指
導
・
監
査
業
務
が
近
畿

対
す
る
技
術
評
価
、
義
歯
管

理
体
系
を
定
着
さ
せ
る
立
場

か
ら
の
義
歯
調
整
等
の
評

価
、
診
療
報
酬
体
系
の
簡
素

含
ま
れ
、
中
医
協
の
医
療
技

術
評
価
分
科
会
や
先
進
医
療

専
門
家
会
議
の
検
討
を
踏
ま

え
、
歯
周
疾
患
や
う
蝕
等
に

　

今
次
改
定
は
10
年
ぶ
り
の

ネ
ッ
ト
プ
ラ
ス
改
定
と
な

り
、
診
療
報
酬
引
き
上
げ
方

向
に
舵
が
切
ら
れ
た
と
は
い

え
、
厳
し
い
医
療
環
境
か
ら

み
れ
ば
、
極
め
て
不
十
分
だ

と
、
保
団
連
は
補
正
予
算
対

応
も
視
野
に
、
最
低
３
％
以

上
の
引
き
上
げ
を
求
め
て
い

る
。

　

厚
労
省
は
、
諮
問
同
日
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
「
現
時

点
の
骨
子
」
に
対
す
る
意
見

募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
）
を
開
始
し
た
。

　

レ
セ
オ
ン
ラ
イ
ン
義
務
化

を
め
ぐ
る
省
令
改
正
の
経
験

か
ら
も
、
医
療
担
当
者
と
国

民
の
多
く
の
声
を
厚
労
省
に

届
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
、

協
会
は
15
日
と
19
日
の
２
回

に
わ
た
り
、
会
員
に
フ
ァ
ク

ス
で
パ
ブ
コ
メ
の
提
出
を
呼

び
か
け
、
協
会
に
届
い
た
２

０
０
件
を
超
え
る
意
見
を
厚

労
省
に
送
っ
た
。

　

歯
科
診
療
報
酬
は
、「
現

時
点
の
骨
子
」に
あ
る
「
４

つ
の
視
点
」
の
う
ち
、「
充

実
が
求
め
ら
れ
る
領
域
」
に

　会員の先生には『大阪歯科保険
医新聞』『全国保険医新聞』を毎
月５・15・25日付で、『月刊保団
連』を毎月15日付で発行していま
す。新聞や引去り明細書などが正
しく届いていない場合は、協会・
事務局までご連絡ください。

化
を
図
る
観
点
か
ら
技
術
定

着
等
を
踏
ま
え
た
評
価
の
見

直
し
（
口
腔
内
写
真
検
査
や

補
管
）、
医
科
・
歯
科
共
通

の
技
術
の
評
価
の
見
直
し
を

行
う
。

　

障
害
者
歯
科
医
療
の
充

実
、
患
者
の
視
点
に
立
っ
た

情
報
提
供
の
見
直
し
、
小
児

義
歯
の
適
用
拡
大
や
脳
血
管

障
害
者
へ
の
咀
嚼
機
能
改
善

の
評
価
も
行
う
。

　

１
月
15
日
、
長
妻
昭
厚
労
大
臣
は
、
昨
年
末
の
大
臣
折
衝
で
決
ま
っ
た
改
定
率
０
・
19
％
（
本
体
医
科
１
・
74
％
、
歯

科
２
・
09
％
、
薬
価
マ
イ
ナ
ス
１
・
23
％
、
材
料
価
格
マ
イ
ナ
ス
０
・
13
％
）
と
、
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
、

同
医
療
部
会
が
ま
と
め
た
「
改
定
の
基
本
方
針
」、
中
医
協
が
ま
と
め
た
「
現
時
点
の
骨
子
」（
表
）
に
基
づ
き
、
診
療
報

酬
改
定
に
つ
い
て
の
意
見
を
ま
と
め
る
よ
う
諮
問
し
た
。

で
の
検
討
を
経
て
改
定
に
反

映
さ
れ
る
。

　

歯
科
関
連
は
、
①
で
下
顎

関
節
突
起
骨
折
観
血
手
術
と

レ
ー
ザ
ー
応
用
に
よ
る
歯
石

除
去
、
舌
接
触
補
助
床
の
３

項
目
②
で
先
天
性
疾
患
に
起

因
す
る
咬
合
異
常
の
適
応
症

拡
大
の
１
項
目
③
で
Ｇ
Ｔ
Ｒ

術
の
増
点
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
の
低
減

算
定
要
件
の
見
直
し
、
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
ク
ラ
ウ
ン
と
リ
テ

イ
ナ
ー
の
算
定
時
期
の
見
直

し
の
４
項
目
が
選
ば
れ
た
。

レ
ジ
ン
前
装
冠
の
小
臼
歯
部

適
用
拡
大
は
見
送
ら
れ
た
。

　

医
療
技
術
評
価
分
科
会

は
、
昨
年
３
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
関
係
学
会
等
か
ら
提

出
さ
れ
た
合
計
７
３
１
件
の

医
療
技
術
の
評
価
・
再
評
価

希
望
書
を
検
討
、
11
月
に
一

次
評
価
を
出
し
て
い
た
。

　

協
会
・
保
団
連
を
始
め
と

し
た
医
療
界
が
窮
状
を
訴

え
、
患
者
・
国
民
と
一
体
と

な
っ
た
国
へ
の
働
き
掛
け
の

結
果
、
診
療
報
酬
が
10
年
ぶ

り
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
義
務
化
は
省
令
を
改
正

さ
せ
、
義
務
化
を
撤
回
さ
せ

未
入
会
開
業
医
・
勤
務
医
の
先
生
に

協
会
へ
の
入
会
を
お
勧
め
く
だ
さ
い

歯科は「充実」位置づけも評価は疑問
診療報酬改定を中医協へ諮問

を
国
に
求
め
て
い
ま
す
。
医

科
協
会
と
共
同
で
テ
レ
ビ
番

組
「
医
療
ど
ぉ
～
ナ
ル
」
を

放
映
し
、
国
民
に
歯
・
口
腔

の
大
切
さ
を
広
く
啓
発
す
る

と
同
時
に
、
歯
科
医
療
が
抱

え
る
問
題
点
を
分
か
り
や
す

く
話
し
、
歯
科
医
院
へ
の
受

診
を
う
な
が
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
健
康
と
受
診

を
う
な
が
す
こ
と
を
目
的

に
、
無
料
健
診
を
府
下
各
地

で
開
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
保
険
医
と
国
民
の

立
場
に
立
っ
た
活
動
を

　

協
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
臨

床
講
習
会
を
旺
盛
に
開
き
、

申
告
・
税
務
・
雇
用
相
談
な

ど
も
随
時
行
い
、
日
常
の
世

話
役
活
動
に
も
旺
盛
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

先
生
方
の
お
知
り
合
い
で

ま
だ
協
会
に
入
会
さ
れ
て
い

な
い
開
業
医
・
勤
務
医
先
生

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
新
点

数
説
明
会
が
旺
盛
に
開
催
さ

れ
る
こ
の
時
期
に
、
ぜ
ひ
入

会
を
お
勧
め
下
さ
い
。

　

協
会
は
、
患
者
が
歯
科
医

院
に
受
診
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
と
医
院
経
営
の
窮
状
打

開
に
向
け
、
保
険
医
と
国
民

の
立
場
に
立
っ
て
今
後
も
運

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
点
数
説
明
会
や
関
連
書
籍
発
行
、指
導
、税
、臨
床

講
習
会
、会
員
の
日
常
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
強
い
味
方

（協会組織部長）
寺嶋　洋幸

� 平成22年１月15日
� 中央社会保険医療協議会

Ⅰ－６　歯科医療の充実について

（１）障害者歯科医療の充実を図る観点から、障害者のう蝕や歯周
疾患等が一般の患者に比べて重症化しやすいことを踏まえ、よりき
め細かな口腔衛生指導等の評価を行うとともに、歯科治療が困難な
障害者を受け入れている病院歯科等の機能について、必要な評価を
行う。
（２）歯科疾患や義歯の管理に係る情報提供については、患者の視
点に立って、より分かりやすく、かつ的確に行われるよう、必要な
見直しを行う。
（３）生活の質に配慮した歯科医療を充実する観点から、義歯修理
等において、歯科技工士の技能を活用している歯科医療機関の取組
の評価を検討する。また、先天性疾患を有する小児患者に対する義
歯の適応症の拡大及び脳血管障害等の患者に対する歯科医学的アプ
ローチによる咀嚼機能等の改善の評価を行う。
（４）歯科医療技術については、医療技術評価分科会や先進医療専
門家会議における検討を踏まえつつ、併せて、以下のとおり、適切
な評価を行う。
①歯周疾患やう蝕等に対する歯科固有の技術について、重要度、難
易度、必要時間等に係る新たな知見等も参考としつつ、適切な評価
を行う。
②有床義歯の治療について、義歯管理体系の更なる定着を図る観点
から、診療実態も踏まえて、義歯調整等の評価を行う。
③診療報酬体系の簡素化等を図る観点から、歯科医療技術の特性や
普及・定着度等を踏まえ、評価の在り方等必要な見直しを行う。
④医科歯科共通の医療技術のうち、医科診療報酬の検討と並行して
検討するべき歯科医療技術について、評価の在り方等必要な見直し
を行う。

Ⅱ－２　診療報酬を患者等に分かりやすいものとすることに対する
評価について

（２）患者からみて難解と思われる歯科用語の見直しや、臨床内容
と算定項目の名称が必ずしも一致していないと思われる項目につい
て、算定項目として明示する等の見直しを行う。

Ⅱ－５　疾病の重症化予防について

（Ⅰ－６－（１）再掲）

Ⅲ－５　在宅歯科医療の推進について

在宅歯科医療をより一層推進する観点から、以下の見直しを行う。
①現在の歯科訪問診療の評価体系について、歯科訪問診療の実情も
踏まえ、より分かりやすい体系とするために、必要な見直しを行う。
②在宅歯科医療が必要な患者の心身の特性を踏まえたよりきめ細か
な歯科疾患の管理等について、必要な評価を行う。
③在宅における歯科治療が困難な患者を受け入れている病院歯科等
の機能について、必要な評価を行う。
④地域における在宅歯科医療に係る十分な情報提供の推進や、医科
医療機関や介護関係者等との連携促進を図る観点から、必要な評価
の見直しを行う。

Ⅳ　効率化余地があると思われる領域を適正化する視点
Ⅳ－１後発医薬品の使用促進について

（４）外来患者が、より後発医薬品を選択しやすいようにするた
め、保険医療機関及び保険医療養担当規則等において、保険医は、
投薬又は処方せんの交付を行うに当たって、後発医薬品の使用を考
慮するとともに、患者に後発医薬品を選択する機会を提供すること
等患者が後発医薬品を選択しやすくするための対応に努めなければ
ならない旨を規定することとする。

Ⅴ　後期高齢者医療の診療報酬について

後期高齢者診療料、後期高齢者終末期相談支援料は廃止する。これ
以外の項目については、「後期高齢者」という名称は用いないこと
とするとともに、各項目の趣旨を踏まえた見直しを行い、原則とし
て対象者を全年齢に拡大する。

（表）　平成22年度診療報酬改定に係る検討状況について
（現時点の骨子）　抜粋

　

未
入
会
員
の
先
生
に
、
こ
の
新
聞
を
お
送
り
す
る
に
際
し
、
社
会
保
険
事
務
局
・
各
種
名
簿
な
ど
で
情
報
を
取
得
し
ま
し
た
。
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
①
入
会
の
ご
案
内
②
当
会
新
聞
の
配
布
③
講
習
会
や
各
種
共
済
制
度

の
ご
案
内―

―

に
利
用
し
、
こ
れ
ら
以
外
で
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、「
今
後
の
郵
送
を
断
わ
る
」
な
ど
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
当
協
会
事
務
局
（
TEL�

06-

６
５
６
８-

７
７
３
１
）・
組
織
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
方
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
協
会
に
ご
入
会

下
さ
い
。
ご
入
会
、
協
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
組
織
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

レ
ー
ザ
ー
歯
石
除
去
、

保
険
収
載
優
先
項
目
に

中
医
協
医
療
技
術

評
価
分
科
会

厚
労
大
臣


